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日本は急速な高齢化に直面している

• 高齢者はさまざまな疾患を抱えていることが多い

↓

• 複数の医療機関や診療科にかかる

↓

• それぞれの疾患に対して“標準処方”が用意される

↓

• 多剤重複服用となりやすい環境になる



https://job-medley.com/tips/detail/1119/

高齢者の約半数は2ヶ所以上の医療機関に通い、
5種類以上の薬を処方されている人が最も多い

定期的に通院している
医療機関数

回答者数 割合

1ヶ所 497 47.5%

2ヶ所 369 35.3%

3ヶ所 138 13.2%

4ヶ所 33 3.2%

5ヶ所以上 9 0.9%

処方されている
薬の数

回答者数 割合

1種類 242 23.1%

2種類 242 23.1%

3種類 176 16.8%

4種類 127 12.1%

5種類以上 259 24.8%

参照：日本調剤株式会社「シニア世代の服薬の実態と意識」2015年



高齢者では副作用が
出やすくなる

https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/info/topics/pdf/20161117_01_01.pdf



https://job.minnanokaigo.com/news/kaigogaku/no1020/

『高齢者の医薬品適正使用推進事業に係る実態調査・検討一式』（厚生労働省）を基に作成
2021年４月30日更新

服用する薬剤数と薬物有害事象の関連
☞ 薬物を服用後に生じる
好ましくない症状や徴候

（薬物が原因とはかぎらない）



「ポリファーマシー」って、なに？ | 医療法人社団玲瓏会金町中央病院 (reiroukai.or.jp)

高齢者の服用で起きた主要な有害事象

https://www.reiroukai.or.jp/trivia/%E3%80%8C%E3%83%9D%E3%83%AA%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%80%8D%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%80%81%E3%81%AA%E3%81%AB%EF%BC%9F/


https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/press_seminar/report/seminar_06_01.html

秋下雅弘 東京大学大学院教授

ポリファーマシー（Polypharmacy)
＝多剤服用でも特に害をなすもの
薬物有害事象、アドヒアランス不良など多剤に伴う諸問題を
指すだけでなく、不要な処方、過量・重複投与などあらゆ
る不適正処方を含む概念



https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/press_seminar/report/seminar_06_01.html

秋下雅弘 東京大学大学院教授



https://job.minnanokaigo.com/news/kaigogaku/no1020/

『高齢者の医薬品適正使用推進事業に係る実態調査・検討一式』（厚生労働省）を基に作成
2021年４月30日更新

高齢患者をポリファーマシーから守りたい

外来患者のすべての処方箋を把握する方法



ポリファーマシー(多剤投与等)対策事業を開始

新潟県内自治体では初めての取り組みです（2018年10月15日時点）



通知実績

年度 通知時期 通知数

2018年度 10月から3月 1,038通

2019年度 8月から3月 993通

2020年度 8月から3月 1,000通

https://www.city.tsubame.niigata.jp/soshiki/kenko_fukushi/4/1/106/1661.html



事業実績・効果

年度
対象者

1人当たり
医薬品種類数

重複服薬
該当者数

飲み合わせの
悪い相互作用
（禁忌）
該当者数

慎重投与
該当者数

平成30年度
11.0種類から
10.1種類に
(0.9減少)

51人から
17人に
(34人減少)

7人から
0人に
(7人減少)

630人から
564人に
(66人減少)

令和元年度
11.6種類から
10.2種類に
(1.4減少)

69人から
16人
(53人減少)

2人から
0人に
(2人減少)

449人から
403人に
(46人減少)

令和2年度
11.5種類から
10.2種類に
(1.3減少)

72人から
17人に
(55人減少)

2人から
0人に
(2人減少)

471人から
427人に
(44人減少)

https://www.city.tsubame.niigata.jp/soshiki/kenko_fukushi/4/1/106/1661.html



https://syuichiao.hatenadiary.com/entry/2016/09/22/221612 青島周一氏ブログ

ポリファーマシーの背景と影響



ご清聴ありがとうございました。
各先生からの報告をご視聴ください。

• 医療を受けていれば安心

• かかりつけ医には全幅の信頼を寄せる

という患者さんたちの想いは尊重すべき。

ただし、多剤が組み合わされると医師・薬剤師に
も予測しがたい有害事象が生じうることを、高齢
患者さん、そのご家族、介護ワーカーなどにあら
かじめ広く周知しておく必要がある。



https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10074.html



https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10074.html


